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代表取締役

環境経営レポート

梅原モデル　株式会社

【レポートの対象期間：2022年7月～2023年6月】

梅原モデル株式会社 梅原勝揮



環境に配慮した行動を実践します。

　１．当社の主力事業である、プラスチックおよびアルミニウム製品試作品製作の領域において、

　　　技術的・経済的な事情を考慮の上、環境に与える影響を低減するとともに、循環型社会

　　　の実現に努めます。

　　　　①二酸化炭素排出量削減のため、使用電力削減・使用化石燃料削減・廃棄物の

　　　　　単純焼却の削減に努めます。

　　　　②事業活動で発生する廃棄物は、発生を抑制するとともに再使用の向上に努めます。

　　　　③限りある水は、使用量削減のため節水に努めます。

　　　　④環境に配慮した製品を作ります。

　２．環境活動の継続的改善を推進するにあたり、環境経営目標・環境経営計画を策定し取組みます。

　　　策定した目標・活動計画は定期的にあるいは必要に応じて見直します。

　３．事業活動において、環境に関わる法律・規制その他公的基準を遵守します。

　４．環境経営方針は、全社員に周知するとともに、環境教育を行い社員の環境に関する意識の向上

　　　を図ります。

　５．環境管理に関する情報は、社内外に公表し、地域社会とのコミュニケーションを図ります。

１．環境経営方針

〔基本理念〕

梅原モデル株式会社は、地球温暖化問題が人類共通の問題であることを認識し、

地球環境の保全及び地域社会への貢献を目指すべく、社員一人一人が

〔基本方針〕

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。
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改定日2018年　7月　1日

梅原モデル株式会社　
代表取締役　梅原　勝揮

作成日2017年　7月　1日



1．　事業所及び代表者名

梅原モデル株式会社

代表取締役　梅原　勝揮

2．所在地

　〒373-0015　群馬県太田市東新町651

3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者　　　：　代表取締役　梅原　勝揮

環境管理責任者　：　取締役　　　平井　由美子

担当　　　　　　：　エコアクション環境委員会    福田　晃 

TEL　：　0276-37-5700

FAX　：　0276-37-5702

4．対象範囲

梅原モデル株式会社　全組織・全活動

5．事業の内容

プラスチック製品試作品製作

6．事業規模

782 782

24

168 166

23

売上高

従業員数 人

㎡延べ床面積

百万円

２．事業活動の規模
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活動規模 単位 2020年 2021年 2022年

181

27

782



委員長

副委員長

書　記

会　計

最高責任者 【代表取締役　梅原　勝揮】

①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任者

　には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境経営方針を制定する。

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・

　環境目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

　を指示する。

⑤課題とチャンスの明確化。

環境管理責任者 【平井　由美子】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者

　に提供する。

事務局 【福田　晃】

①事務局として、環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に

　関する実務全般を所管する。

環境委員会 最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長・主任で構成し、

1ヶ月に1回環境管理責任者が召集する。環境目標の設定、環境活動

計画の策定及び進捗管理について協議する。環境管理責任者が必要と

認めた者は出席することができる。

【環境管理責任者】
平井　由美子

【事務局】
福田　晃

柏瀬　由佳利

【環境委員会】 

青木　大輔

倉上　瞬

鳥羽　亮
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3．エコアクション21　推進組織図

営業課 製造課

職名 役割

【最高責任者】
代表取締役
梅原　勝揮



1．環境経営目標とその実績

＊2022年度の実績は、2022年7月～2023年6月の12ヶ月のデータです。

＊2021年度の購入電力の排出係数は、0.45kg-CO2/kWhを使用しています。(R.1年実績R3.1.7日公表)

＊2022年度の購入電力の排出係数は、0.436kg-CO2/kWhを使用しています。(R.2年実績R4.7.14日公表)

＊化学物質取扱は一度に少量での使用が基本のため、目標を「管理の徹底」とします。

2021年 2023年 2024年

実績 目標 目標値 実績 目標 目標

２．主な環境負荷実績

①二酸化炭素排出量（kg-CO2)

⑤水資源投入量（㎥）

120,053 124,404

44.6 49.1

③ガソリン使用量 3,314.21 3,054.96

0.27 未達

⑤本業に関する
目標

（不良率の削減)

2021年
実績に
対して
1％削減

1.75% 1.23%

管理の徹
底

把握
④化学物質取扱
及び管理の徹底

―

4ページ

5,218④廃棄物排出量(kg) 5,155

②電力使用量(kW) 249,686 269,075

2022年
実績に
対して
1％削減

2023年
実績に
対して
1％削減

2022年
実績に
対して
1％削減

2023年
実績に
対して
1％削減

管理の
徹底

管理の
徹底

管理の
徹底

―

環境への負荷

達成

1.77%

2021(実
績値）

2021年 2022年

③売り上げ100万
円当りの水資源
投入量の削減

(㎥)

0.269

2021年
実績に
対して
1％削減

0.266

②売上高100万円
当たりの廃棄物
排出量の削減
(kg/百万円)

31.05

2021年
実績に
対して
1％削減

30.74 達成

2022年
実績に
対して
1％削減

2023年
実績に
対して
1％削減

715.98 684.8 達成

2022年
実績に
対して
1％削減

2023年
実績に
対して
1％削減

28.7

①売上高100万円
当たりの二酸化
炭素排出量の削
減(kg-CO2/百万

円)

723.21

2021年
実績に
対して
1％削減

4．環境経営目標とその実績

環境経営目標

基準値 今年度目標
中長期の目標
（2年後）

2022年

目標の達成状況



＊2022年7月～2023年6月の12ヶ月の活動の取組みと評価をしております。

1．二酸化炭素排出量の削減
①エアコン清掃の実施(室外機チエック）

②社用車の点検・整備

③電力・ガソリン量の集計

④目標達成状況・活動進捗状況確認

2．廃棄物排出量の削減
①分別ルールの徹底

②廃棄物置場の整備

③廃棄物排出量の集計

④目標達成状況・活動進捗状況確認

3．水資源投入量の削減
①毎月のメータの確認(漏水防止)

②目標達成状況・活動進捗状況確認

４．化学物質取扱及び管理の徹底

①取扱商品（化学物質含有）の把握

②購入量の把握

③管理手順の策定（化学物質含有の場合）

５.非常時の対応

6．本業に関する目標

①不良率の把握

②材料の在庫管理

③マシンのメンテナンス

④工具管理

・新規の溶剤等を使用する際は必ずSDSを入手して化学物質の含有について確
認する。

次年度の取組内容

・取扱商品（化学物質含有）の把握、購入量の把握。

次年度の取組内容

・引き続き分別方法の確立およびコピー用紙使用料の管理徹底をしていく。
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・製造現場と品質管理の連携をより密におこない、不具合の発生を未然に防
ぐ体制の構築に努める。

・目標値は、クリア出来なかった。水を使用する案件が増加したため、使用
量が増加した。

・無駄のない使用を心掛ける。

・年二回の非常時訓練継続。　AED・梯子訓練は新入社員入社時おこなう。

次年度の取組内容

・不良率は減少し、目標を達成出来た。
・材料置き場のレイアウトおよび管理方法の見直しをおこなった。
・マシンのメンテナンスや工具管理をきちんとおこなうことにより、寸法精
度や加工時間短縮につながるため、継続的にこれらをおこなっていく。

①訓練・表示・消火器・AED・救急対応

5．環境経営計画の取組みと評価

次年度の取組内容

次年度の取組内容

次年度の取組内容

環境経営計画 環境経営計画の取組結果とその評価

・目標値をクリア出来た。紙ごみ・シュレッダー紙はリサイクルのボラン
ティア団体へ、産廃はリサイクル業者に引き取ってもらう事を継続してお
り、減少傾向にある。・分別ルールの徹底及び案内表示を明確にし、廃棄物
排出量削減に心掛けたので排出量が減少した。・活動に関しては、ゴミ削減
の取組が定着しているものの、もっと多くの端材をリサイクルにしたい。

・全体的な目標値に対して達成できた。
・電力使用量は、昨年と比べ機械の稼働率が上がった事により増加している。
・LPGの二酸化炭素の排出量は使用しなかったためにゼロだった。
・ガソリンの使用量に関しては、前年度に引き続きリモート活動が多かった事や、営業
スタイルの変化に伴い社用車の使用頻度が減少傾向にある。

全社で省エネ活動を引き続きおこなう。(消灯や温度設定・エコドライブ等）



1．当社に適用となる主な環境関連法規

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

6．環境関連法規制の遵守

浄化槽法 保守点検実施、法定検査実施

特定施設の届出

法規制等の名称

騒音規制法

振動規制法 特定施設の届出

遵法

遵法

遵守状況遵守事項

遵法

遵法

エコアクション活動を通じて、地球環境の保全及び地域社会への貢献につながって
いると自負しています。月一回の委員会での話し合い、週一回の5Ｓ運動を含めた
環境改善など、継続しておこなっております。顧客企業より環境活動に関する調査
を求められる機会も増えてきているため、活動の重要性も感じながら、社会貢献活
動につなげていきたいと思います。
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７．代表者による全体評価と見直し・指示

委託基準（契約書・許可証）、
マニフェスト交付・保存及び交
付状況報告

廃棄物処理法


